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10Re よりも内側の内部磁気圏は、地球の磁気圏の中でももっとも高エネルギーの粒子が生成される領域であり、
宇宙空間における高エネルギー粒子生成メカニズムを解明するための実験場として、また、宇宙天気予報を含め
た将来の人類の宇宙活動のために、重要な領域である。しかしこの領域は同時に、これまで衛星観測からは十分
な計測が行われて来なかった領域でもある。これは、低エネルギー粒子計測における高エネルギー粒子の
contamination、放射線帯粒子入射による機器の不具合の発生、数 eV から数百 keV にわたる広い範囲での粒子計
測の必要性、など、この領域特有の計測の難しさがあったためである。本講演では、若手将来構想検討会におけ
る議論をもとに、内部磁気圏探査に必要な計測技術の開発を整理し、その科学的意義を議論する。


